
概 要 

システム構成 

標定原理 

６ｋV 配電線地絡点標定システム

６ｋV 配電線において，設備不良やヘビ等の接触により地絡事故※１が発生した場合，事故原因発見

の巡視業務効率化のため，ＧＰＳ衛星を用いて精度よく（概ね±１００ｍ以内）地絡点を標定できる

「６ｋV配電線地絡点標定システム」を開発している。 

※１ 配電線の電線から，装置の不良箇所または接触物を通して地面に電流が漏れる現象。変電所で感知し遮断器が動作し停電する。 

地絡事故発生時に，瞬時に流れる地絡サージ電流※２

を，６ｋV 配電線に施設した現地装置のセンサ開閉器

で検出し，到達時刻等の地絡データを保存する。 

パケット通信を用い地絡データを故障点表示装置が

受信し，専用ソフトにて地絡サージ電流の到達時間差

等から，地絡点を標定する。

配電線側に設置する「現地装置」と営業所側に設置する「故障点表示装置」で構成される。配電線に

現地装置を複数セット設置することで、地絡事故が発生した場合、故障点表示装置によって事故点を標

定することができる。

配電線

※２ 地絡発生時に，電線にある電荷が瞬間的に（ほぼ光速３００

ｍ/μｓ）で地絡点に向けて流れる。その電流を地絡サージ電

流と言う。 
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